









　「発達障害者支援法」は、平成 16 年 12 月に成



























































































平成 20 年 2 月 1 日に実施）。
　今回の調査の詳細を見てみると、重複回答では














学習面又は行動面で著しい困難を示す 6.5%（6.2% ～ 6.8%）
学習面で著しい困難を示す 4.5%（4.2% ～ 4.7%）
行動面で著しい困難を示す 3.6%（3.4% ～ 3.9%）






















































29,979 8,558 584 101 221 298 3,685 369 1,384 352 1,576 2,319
100.0% 28.5% 1.9% 0.3% 0.7% 1.0% 12.3% 1.2% 4.6% 1.2% 5.3% 7.7%
情緒障害児
1,235 900 7 3 3 6 173 17 243 23 367 442
100.0% 72.9% 0.6% 0.2% 0.2% 0.5% 14.0% 1.4% 19.7% 1.9% 29.7% 35.8%
自立施設児
1,670 780 16 2 4 2 225 12 255 36 246 230
100.0% 46.7% 1.0% 0.1% 0.2% 0.1% 13.5% 0.7% 15.3% 2.2% 14.7% 13.8%
乳児院児
3,147 889 526 90 87 83 182 67 5 1 41 235
100.0% 28.2% 16.7% 2.9% 2.8% 2.6% 5.8% 2.1% 0.2% 0.0% 1.3% 7.5%
母子施設児
6,006 1,056 116 20 24 65 268 38 123 65 225 364
100.0% 17.6% 1.9% 0.3% 0.4% 1.1% 4.5% 0.6% 2.0% 1.1% 3.7% 6.1%
ファミリーホーム児
829 314 24 7 11 17 114 11 59 34 85 119
100.0% 37.9% 2.9% 0.8% 1.3% 2.1% 13.8% 1.3% 7.1% 4.1% 10.3% 14.4%
援助ホーム児
376 139 8 － 1 － 37 3 24 5 24 69
100.0% 37.0% 2.1% － 0.3% － 9.8% 0.8% 6.4% 1.3% 6.4% 18.4%



















問 1 の 40 項目の質問を作成した。質問内容は、表
5-3 のとおりである。設問は、この他に問 2 ～ 22
まで 21 項目あるが、この中に基本属性や学習・交
流体験等を中心とした質問項目が 12 項目ある。問





ための問 1 の 40 項目については、「そう思う」「ど
ちらかといえばそう思う」「どちらともいえない」
「どちらかといえばそう思わない」「そう思わない」





















実施したが、15 施設から 266 票が回収された。回
収率は、81.6% であった。
　このうち主要な分析項目において欠損が認めら
れた 15 票を除いた 249 票を分析対象とした。有効
率は、93.6% であった。分析対象者の平均年齢は、














する肯定的な受け止めをしている設問 3, 12, 13, 
16, 30 については、「4 どちらかといえば、そう思う」
「5 そう思う」の合計が半数以上を占めている。他
方、否定的な受け止めをしている設問 1, 8, 10, 11, 


















男性 79人 35.3【 11.1】
女性 170人 30.9【 10.1】
全体 249人 32.4【 10.6】
在職年数（ヵ月）※ 1 91.6【 89.2】














0 回 94（ 37.8）
1 回 37（ 14.9）
複数回 96（ 38.6）
過去の学習の有無※ 2 あり 219（ 88.0）なし 28（ 11.2）

























表 5-3 児童養護施設職員の発達障害に関する意識（問 1 の設問 40 項目）①
男　　性 女　　性
人数※ 1 在職期間※ 2 人数※ 1 在職期間※ 2
20 代 32（ 40.5） 41.1（ 30.3） 100（ 58.8） 40.8（ 30.9）
30 代 25（ 31.6）103.4（ 41.3） 38（ 22.4）110.4（ 46.9）
40 代 11（ 13.9）139.5（ 98.1） 17（ 10.0）213.4（ 104.6）
50 代 8（ 10.1）292.4（ 124.0） 12（ 7.1）193.3（ 107.7）


































































1 周囲から相手をしてもらえない 76 30.5 59 23.7 63 25.3 48 19.3 3 1.2
2 家族が支えることになる 16 6.4 17 6.8 70 28.1 88 35.3 59 23.7
3 人の役に立つことができる 6 2.4 3 1.2 75 30.1 68 27.3 96 38.6
4 家族は、不安に思う 2 0.8 6 2.4 28 11.2 116 46.6 96 38.6
5 施設で生活することになる 47 18.9 47 18.9 109 43.8 20 8.0 5 2.0
6 家族にとって邪魔な存在である 139 55.8 49 19.7 56 22.5 6 2.4 0 0.0
7 家族は、自分のペースで生活できなくなる 30 12.0 36 14.5 78 31.3 86 34.5 19 7.6
8 自己決定できない存在である 97 39.0 67 26.9 58 23.3 20 8.0 6 2.4
9 周囲の人が生活を支えることになる 4 1.6 20 8.0 50 20.1 125 50.2 50 20.1
10 人から否定される存在である 116 46.6 51 20.5 60 24.1 20 8.0 3 1.2
11 自由に発言することができない 133 53.4 58 23.3 45 18.1 12 4.8 2 0.8
12 発達障害児は楽しく生活できる 9 3.6 9 3.6 85 34.1 58 23.3 89 35.7
13 家族も笑顔でいられる 5 2.0 9 3.6 96 38.6 75 30.1 64 25.7
14 周囲にとって（子どもは）迷惑な存在になる 105 42.2 66 26.5 62 24.9 15 6.0 2 0.8
15 家族も社会とのつながりがなくなる 148 59.4 69 27.7 27 10.8 4 1.6 2 0.8
16 自分でやりたいことをやり遂げることができる 8 3.2 15 6.0 81 32.5 75 30.1 71 28.5
17 大人とのコミュニケーションがとり難い 31 12.4 49 19.7 78 31.3 71 28.5 19 7.6
18 日常生活で危険な行動をしてしまう 8 3.2 13 5.2 96 38.6 100 40.2 33 13.3
19 発達障害児の親は気持ちが混乱しやすい 18 7.2 22 8.8 89 35.7 96 38.6 25 10.0
20 家族は、発達障害児のことを近所の人に知られたくない 24 9.6 44 17.7 127 51.0 51 20.5 4 1.6
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21 発達障害児の親は、身の回りの人に相談できない 44 17.7 65 26.1 90 36.1 45 18.1 5 2.0
22 発達障害児は、周りの人と仲良くすることができない 94 37.8 92 36.9 47 18.9 16 6.4 1 0.4
23 発達障害児は、地域活動に参加し難い 72 28.9 87 34.9 51 20.5 36 14.5 3 1.2
24 発達障害児が、隣の家に引っ越ししてきてもかまわない 6 2.4 7 2.8 42 16.9 54 21.7 140 56.2
25 発達障害児の行動を理解できない 85 34.1 91 36.5 61 24.5 11 4.4 2 0.8
26 発達障害児がいつ何をするかわからない 28 11.2 54 21.7 95 38.2 61 24.5 12 4.8
27 発達障害児の親は、健常児の親とは関わりたがらない 101 40.6 75 30.1 63 25.3 11 4.4 0 0.0
28 発達障害児は、人を困らせることが多い 31 12.4 46 18.5 94 37.8 70 28.1 9 3.6
29 発達障害児の家族は、世間体や周囲の目が気になる 15 6.0 16 6.4 102 41.0 100 40.2 17 6.8
30 発達障害のある子どもを可愛いと思える 2 0.8 5 2.0 41 16.5 78 31.3 123 49.4
31 発達障害児とは関わりたくない 171 68.7 49 19.7 27 10.8 3 1.2 0 0.0
32 発達障害児を持つ親同士が関わりを持つ方が良い 9 3.6 17 6.8 69 27.7 62 24.9 93 37.3
33 発達障害児の親も子どもの成長を周囲の人と喜び合える 1 0.4 3 1.2 25 10.0 59 23.7 162 65.1
34 発達障害児は、集団にはなじめない 42 16.9 48 19.3 86 34.5 64 25.7 10 4.0
35 発達障害児は、人に笑われる存在である 170 68.3 42 16.9 29 11.6 8 3.2 1 0.4
36 発達障害児を見ているとついイライラしてしまう 120 48.2 58 23.3 51 20.5 15 6.0 5 2.0
37 発達障害児が問題行動を起こした時、つい怒鳴ってしまう 72 28.9 69 27.7 83 33.3 21 8.4 5 2.0
38 発達障害児の親は子どものことを不幸だと思っている 104 41.8 55 22.1 81 32.5 7 2.8 2 0.8
39 発達障害児の考えていることは、分からない 63 25.3 74 29.7 77 30.9 30 12.0 6 2.4






　表 5-1 から、所持資格は保育士 55.4%、児童指
導員 21.7% であり、この 2 職種で大半を占めてい
る。発達障害に関する講演会・研修会等への参加
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